
お 墓・供養
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品目 内容 支払先 課税対象 その他

土地
（納骨堂は建物）

土地の永代にわた
る使用料

経営主体
（地方行政・宗教法
人・組合）

無税 使用権の為に転売不可
継承可

墓石 墓石、納骨室彫刻、
施工代金

石材店 課税 指定石材制度有
墓守

管理料 園の清掃、管理棟
の水道光熱費

管理事務所 課税 規定により不払いの場合、
土地の使用権委消滅あり

経営主体 名称 宗派 資格 墓石施工 永代使
用料

特徴

自治体 公営霊園 不問 市民、骨ありの場合有 自由 △ 宗教性なし、行政が監理

宗教法人 寺院墓地 檀家 面談の上、入檀 指定有 ◎ 管理者の顔が見える

公園墓地 不問 一般的になし 指定有 ○ 経営主体は寺院であるが檀家
ではない。綺麗

公益団体 公園墓地 不問 一般的になし 指定の場合
有

○ 宗教性なし、安心。

民間 みなし墓地 不問 組合の承諾 指定の場合
有

△ 地元の方々で守るお墓

墓地の仕組み



埋葬について

寺院墓地

公営墓地

民営墓地

檀家になる必要がある
お寺による永代供養が期待できる
お寺への貢献や寄進が必要なこともある

自治体が運営主体
宗旨や宗派による制限がない
各自治体によって利用条件がある
応募が多く
募集が少ないので抽選になることが多い

公益法人、宗教法人が管理する
宗旨や宗派による制限がない
墓地を購入するための資格や条件が少ない
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【寺院墓地】
檀家になる必要がある
お寺による永代供養が期待できる
お寺への貢献や寄進が必要なこともある

【公営墓地】自治体が運営主体

宗旨や宗派による制限がない
各自治体によって利用条件がある
応募多く募集が少ないので抽選になることが多い

【民営墓地】公益法人、宗教法人が管理する

宗旨や宗派による制限がない
墓地を購入するための資格や条件が少ない
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「メリット」
管理が、しっかりとされている

「デメリット」
購入費用が高額、年間管理費用が掛
かる
※永代供養使用は平均３０年
（管理費未納時は、合祀となる）

種類



納骨堂
おもにお寺にある納骨施設で、納骨場所の形状はロッカー式や棚式など様々です。
屋内にあるものも多く近代的なビルにカード式でお参りするところもあります。
交通の便がよい。天候を気にせずにお参りができる。後継ぎがなくても購入でき、永
代供養をしてもらえる、お墓より費用がかからないなどから選ぶ人が増えています。
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新しい埋葬のスタイル

「メリット」
管理が、しっかりとされている

「デメリット」
購入費用が高額、年間管理費用が掛かる
設備資金が大幅に掛かり、寺院が負債を
背負っている場合も
※永代供養使用は約１０～３０年（その
後、合祀となる）
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樹木葬は、墓地、埋葬等に関する法律による許可を得た墓
地（霊園）に遺骨を埋葬し、遺骨の周辺にある樹木を墓標
として故人を弔う方法です。遺骨を埋葬するたびに新しい
苗木を1本植えるケースや、墓地の中央にシンボルとなる樹
木を植え、その周辺の区画に遺骨を埋葬するケースなど
様々な方法があります。多くの場合、筒に入る為ため土に
還るという訳ではありませんが、土に還りたいというニー
ズも多く、遺骨を土に還す事ができる樹木葬も最近は出て
きました。

「メリット」
管理が、しっかりとされている

「デメリット」
購入費用が高額、年間管理費用が掛かる
※永代供養使用は平均１０～３０年
（その後、散骨又は合祀）

樹木葬



樹木葬のデメリット

樹木葬は墓地としての許可を得ている場所であるため、ご遺骨を埋めその場所に樹木を

植えることができるのです。
樹木葬などを選択する場合は最初にその場所を管理している寺院や業者の方に墓地としての
許可がきちんと得られているかを確認をなされた方が間違いがありません。

後々トラブルに巻き込まれないためにも気を付けてください。

無認可の悪質業者
墓地としての許可が
きちんとされているか

埋葬は認可が必要
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海洋散骨とは、故人が海が好きで遺骨をお墓に納め
ず、海などへ撒くことです。その形は、海や川、山
中や野山、空や宇宙に散骨するなど多様化していま
す。但し、山中や野山など陸地の場合には、散骨
の許可がおりた指定の場所である必要があります。

【散骨種類】
委託＝スタッフ代行
合同＝他の家族と一緒
個人＝身内のみで貸切

「メリット」
費用が比較的安価、後に残らない

「デメリット」
誰にも管理される事が無い、残された方に不安も
粉骨や手元供養など、オプションが必要な事もある

海洋散骨



【散骨していい場所とは？】
法律制定時には、散骨というスタイルが想定されていなかったため、現在のところ散骨に関する
法律上の制限はありません。
現在は、業者独自のルールにしたがって行われているというのが現状ですが、海洋散骨を行うに
あたりマナーとして気を付ける必要があります。
遺族にとってははかけがえのない家族であっても、周囲の心情としては少なからずも不快なもの
として捉えられてしまいますので、最大限の配慮をする必要があります。

他人の私有地や漁業権の付与された海・川、散骨を禁止している自治体では出来ません。トラブ
ルの原因にもなるので注意しておきましょう。

海洋散骨 注意点
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「メリット」
費用が比較的安価
寺院が責任を持って管理
お彼岸法要など執り行ってくれる

「デメリット」
個人での墓ではない

お墓参りできない人に代わって、代わりに寺院が責任持って永代にわ
たって供養と管理をしてもらえるお墓です。
永代供養墓（えいたいくようぼ）と呼ばれています。一般的に他の人と
一緒又は同じ納骨室（棚）に安置されることから、合祀(ごうし)墓、と呼
ばれています。

永代供養墓



自宅安置 手元供養送骨

散骨 その他宇宙葬

現在は、供養される方の想いのスタイルに変化
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多様な供養方法
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改葬・墓じまい
近年、少子高齢化や核家族化が進んだことや宗教観
の変容によって、お墓に対する考え方も変わってき
ています。
そのような事情で、お墓を継ぐ人がいないという
ケースが増えたこともありますが、「子どもに負担
をかけたくない」という思いから、墓じまいや改葬
（お墓の引っ越し）を検討されている方が増えてい
ます。

【主な理由】
①お墓を継ぐ人がいない
生涯独身、子どもがいない夫婦などの事情により、お墓の承継ができない。

②お墓が遠方にある
就職、転勤、結婚などで故郷を離れると、お墓参りをする頻度が減り、お墓を守っていくこ

とが難しくなる。
③夫婦それぞれの実家のお墓を守ることが大変
長男・長女同士が結婚すると、両家のお墓を守っていくことになり負担が大きい。

④高齢になり、お墓参りに行けない
外出が不自由になり、お墓参りに行っていないという高齢者が増えています。



①元のお墓のある霊園（寺院）に移転の旨を伝えます。

→誰の遺骨があるのか、遺骨の状態や数量などを確認しておきます。

②新しい供養方法を検討する。

→「移転先の霊園を決める」、「手元供養にする」、「散骨」など様々な供養方法があります。

③現在埋葬している市区町村の役所で改葬手続きの申請をする。

→改葬する場合には、必ず「改葬許可証」が必要となります。

元のお墓の墓地管理者が発行する「埋葬証明書」と改葬先の「受入証明書」も必要となります。

④法要を行ってお骨を取り出し、今まで使用していた墓所を解体し、更地にして返還します。

⑤新しい供養方法で供養をします。

→改葬であれば、新しいお墓の霊園（寺院）に改葬手続きの書類を提出し、遺骨を移動します。
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改葬・墓じまいの手順
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墓じまいにかかる費用①
墓じまいにかかる費用には、「墓石の撤去にかかる費用」と「新しい納骨先にかかる費用」の

2種類があります。

【墓石の撤去にかかる費用】

①墓石の撤去費 相場：８万～１５万円/墓地面積１㎡あたり

→お墓の立地や墓石の大きさ・墓地の広さによって、また墓じまい業者の作業人数や重機が

使用できるかで費用が異なってきます。

②開眼供養のお布施 相場：３万～１０万円

→お墓を撤去する時に「お墓から仏さまの魂を抜くために行う儀式」のことを言います。

感謝の気持ちを形にしたものなので、費用に明確な決まりはありません。

③離壇料 相場：１０万～２０万円

→お寺と檀家関係を終える時に「これまでの感謝の気持ちを込めて支払うお金」です。

離壇にかかる費用は、お布施と同様に感謝の気持ちや住職の言い値で決まりますので、

離壇料をめぐってトラブルになるケースが後をたちません。



15

墓じまいにかかる費用②

【新しい納骨先にかかる費用】

新しい供養方法により、以下のとおり費用が異なります。

・永代供養墓（合祀墓） 相場：１０万～３０万円

・納骨堂 相場：２０万～１５０万円

・樹木葬 相場：１０万～１００万円

・散骨 相場：３万～３０万円

・手元供養 相場：１万～５０万円

・新しく墓石を建てる場合 相場：１００万円～３００万円

墓じまいをするにもそれなりに費用がかかりますが、墓じまいをめぐって親族同士でトラブルに

なるケースも多々ありますので、慎重に検討する必要があります。


